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新型コロナウイルス感染防止に係るマスク着用について（お願い） 

 

 ６月に入り次第に蒸し暑さが増し、梅雨入り間近になったことを感じる昨今です。保護者の皆様におか

れましては、今年度も、毎日の検温や健康観察へのご協力をありがとうございます。 

さて、県内の新型コロナウイルス感染状況は少しずつ落ち着きを見せ始めていますが、依然として伊万

里・有田地区の感染数は高止まりの傾向を見せています。全国的に見ると、感染者が激減したわけではあ

りませんが、オミクロン株が主流となった今、『Withコロナ』の様相が強くなり、人数制限の緩和など様々

な場面で感染予防対策の緩和傾向が強くなってきました。更に、暑くなってきて熱中症の心配等から、マ

スク着用を必要としない場面がクローズアップされてきています。 

先日、厚生労働省と文部科学省から『子どものマスク着用について』のリーフレットが出されました。

（裏面参照）そこで、現在の状況を鑑み、マスク着用のメリットとデメリットを考慮に入れ検討を重ねた

結果、学校としてのマスク着用に対する考え方について下記のようにしたいと思います。 

児童の健康安全・学びの保証のために、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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 【マスク着用の仕方について】 

〇伊万里・有田地区の感染者数（人口に対する割合）が減少するまでは、基本的にこれまで通りのマス

ク着用とする。 

〇「マスク着用の必要がない場面」（裏面）に該当する場面では、マスクを外す機会を作る。 

※２ｍ以内では、『会話をしない場面』の場合に限る。 

〇暑いときには、マスクを少し浮かせたりずらしたりして深呼吸する。 

〇登下校中や体育の時など、熱中症が心配される場合には、『２ｍ以内での会話をしない』ようにする

ことで、マスクを外してもよいこととする。 

〇マスクを外すことができない場面では、熱中症の危険が無いように、激しい運動を控えたりこまめ

な休息時間を確保したりする。 

 

 

 

長子配布 

重 要 

【マスク着用のメリットとデメリット】 

メリット デメリット 

・感染を予防することができる。 

・濃厚接触者や要待機者になることを防ぐことができる。 

 ⇒自宅待機で学校を休むことが減り学びの保証ができる。 

 ⇒家族が自宅待機となる機会を減らすことができる。 

・息苦しさを感じる。 

・暑くなると熱中症が心配される。 

・表情が分かりづらい。 

 

検温や健康観察の徹底、予備マスクの準備につきましては、これまで同様ご協力をお願いいたしま

す。また、濃厚接触・要待機者となるガイドラインや待機期間につきましては、5/25 配布のピンクの

プリントをご覧ください。 



 


